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　次の方 よ々り香典返しに代えて多額の寄付をいただきました。
ご報告と共に、ご逝去された方々のご冥福をお祈り申し上げます。

善 意 寄 付

◇金一封◇　◆匿名（１件）

下記の方より、善意の寄付をいただき、ありがとうござ
いました。寄付については社協事業に活用させてい
ただきます。

　コロナ禍の影響で、例年夏休み期
間実施していました事業を全て中止
した事もあり、通常の８ページから

４ページに急遽変更いたしました。事業がなく物足りな
い夏でしたが、ここに来て少しずつ事業も再開でき、元
の生活様式に戻りつつあります。今まで参加者の生徒・
児童は体験を通して学ぶ事が出来ていましたが、新しい
生活様式の中で、私たちも試行錯誤し、学びの場を提供
出来るように努めて参ります。 （石原）
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10月23日（金）
10:00～12:00
福祉センター
司法書士　1名
≪要予約！≫

11月27日（金）
10:00～12:00
福祉センター
司法書士　1名
≪要予約！≫

11月20日（金）
9:00～12:00
福祉センター

（有）玉名補聴器
センター対応

12月25日（金）
10:00～12:00
福祉センター
司法書士　1名
≪要予約！≫
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　社協では、在宅で生活を送られる方や、正月・お盆等
で一時帰宅の場合や緊急的に必要な方に対して、福
祉機器の貸出（有料）を実施しています。下記の物を
取り扱っています。貸出を希望される方は、社協までお
問い合わせください。

【福祉機器】
☆ギャッジベッド（電動・手動）
☆車いす対応車輌
☆エアーマット
☆車椅子

※ただし、介護保険利用者の方については、
　レンタルをお願いします。

（担当ケアマネージャーさんにご相談を！）

～福祉体験学習～手話～～福祉体験学習～手話～
三加和小４年生三加和小４年生

　９月１５日（火）、２３日（水）の2回に渡り、手話の
福祉体験学習を三加和小4年生（29名）対象に実
施しました。
　講師に、竹下久美子氏、原賀和代氏、池上直美
氏をお招きし、50音の指文字、自己紹介、挨拶等
日常生活において必要な
手話について学ぶ機会と
なりました。体験を通して
色々な学びや気づき・発
見があったみたいですの
で、今後の生活に生かし
て欲しいと思います。
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アドバイザー
協力会員と依頼会員の
引き合わせと連絡

協力依頼

研修・登録登録

援助の依頼

援助

報酬 協力会員

子育ての援助を
行いたい人

依頼会員

子育ての援助を
受けたい人

　玉名市・玉東町・南関町・和水町の１市３町で
は、玉名圏域定住自立圏強制ビジョンの一環とし
て、ファミリーサポートセンターの連携及び人材
育成があり、本町在住の方でも、他市町の講座を
受けることが出来ます。
　サポーター養成講座とは、子育て世帯を支援す
るために、保育園や学童への送迎や子どもを一
時的に預かるための講座で、特別な資格などは
必要ありませんが、全項目２４時間の受講が必要
です。心身共に健康で子育てに理解と熱意があ
る方お待ちしています。
　なお、参加を希望される方は、準備の都合上、
10月20日（火）までに、和水町社会福祉協
議会（ＴＥＬ ０９６８-３４-２３６６）にお申し込
みください。

◆対象：子育て支援に関心があり講座を
　　　　すべて受講できる方
◆会場：横島総合保健福祉センター
　　　　「ゆとりーむ」

たまなファミリーサポートセンター
サポーター養成講座　受講者募集
たまなファミリーサポートセンター
サポーター養成講座　受講者募集

■ファミリー・サポート・センターとは？

■和水町ファミリー・サポート・センターのしくみ

　ファミリー・サポート・センター（通称；ファミサポ）では、育児の援助を受けたい人（依頼会員）と行いた
い人（協力会員）の相互援助活動です。例えば、保護者の方の急用や病気などで困った時に、会員同士お互
いに助け合いながら子育てを行い、円滑な相互援助活動のお手伝いを「和水町ファミリー・サポート・セン
ター」が行います。
　和水町では、協力会員・依頼会員・両方会員の登録を随時行っています。

11月５日（木）
10：15～10：30 開講式　オリエンテーション
10：30～11：30 玉名市の状況/ファミリーサポートとは
13：00～15：00 保育の心

11月９日（月）
10：00～12：00
13：00～15：00

日赤幼児安全法 
子どもの身体の発育と病気 

10：00～12：00
13：00～15：00

子どもの世話と遊び
食育（食の力で子どもを健康に）

10：00～12：00
13：00～15：00

心の発達とその問題① 
心の発達とその問題② 

11月12日（木）

9：00～10：00
10：10～12：10
13：00～15：00

栄養と食生活 
小児看護の基礎知識
小児看護の基礎知識（歯の衛生指導）

11月17日（火）

11月19日（木）

10：00～12：00
13：00～15：00

コミュニケーションの取り方
活動を円滑に進めるために/閉講式

11月24日（火）

赤い羽根共同募金にご協力お願いします。

赤い羽根共同募金って、どんな募金？

●共同募金は、民間の社会福祉活動の資金として使われます。広域的には、県内の民間福祉施設や福祉団体など
に配分されます。共同募金によって、民間の社会福祉施設や社会福祉協議会などの社会福祉の団体は、様々な活
動が行えるわけです。
　そして、赤い羽根共同募金は、熊本県共同募金会が主体となり、その下部組織である和水町共同募金委員会に
よって実施されます。つまり皆様からお寄せいただいた募金は、和水町の福祉のために役立てられています。

募金なのに、なぜ目標額があるの？

募金は、どんなことに使われるの？

●昭和22年、戦後の貧しさの中で、ともに助け合って生きていこうという熱い連帯感から始まった、70年を超
える歴史ある運動です。共同募金は、社会福祉法という法律を根拠として各都道府県を単位として行われ、災
害時など例外を除き、集まった寄付金はその都道府県内で使いみちが決められます。つまり、寄付した方々の
地域に還元される寄付金です。

　和水町共同募金委員会では、運動月間（10月～12月）にかけて、各世帯をはじめ、企業・店舗・職域・学校募金
など様々な場面で募金活動を展開させていただきます。皆様から寄せられた募金の８割程度が、令和3年度
の事業費として和水町共同募金委員会に配分されます。昨年度は、皆様のご協力により、目標額に近い実績と
なりました。今年度の目標額は、2,770,000円です。１人でも多くの方のご理解・ご協力をお願い致します。

●共同募金は、集まった寄付金を特定の配分先などに単純に配分しているのではありません。まず、民間の社
会福祉施設や団体、社会福祉協議会などからあらかじめ配分の申請があがってくるところから始まります。
　その申請内容について、その必要性・緊急性などを審査し、寄付者の方々に納得していただけるような配分
計画をたて、その計画額を目標額として行う募金です。言い換えると、目標額は最小限度、これだけは是非必要
だという計算から割り出された金額という事です。

和水町の主な配分事業和水町の主な配分事業和水町の主な配分事業
ボランティア活動費　40万円
各ボランティア団体や町ボランティア
連絡協議会など町内のボランティア
活動推進のため。

老人福祉活動費　45万円
ひとり暮らしふれあい招待会や老人クラブ
連合会育成費など。地域または組織間に
おけるつながりの構築を図る。

児童・青少年福祉活動費　34万円
児童・生徒を対象とした児童デイサービ
スやワークキャンプ事業・福祉体験など
の福祉教育の推進を図る。

総合福祉的事業　110万円
社協活動の広報・啓発活動を通して、
誰もが安心して暮らせるまちづくりの
ため。

じぶんの町を良くするしくみ。 10月1日（木）～12月31日（木）
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